
幼い子ども（０歳，３歳，５歳）

のいる我が家ではいつも就寝前に

絵本の読み聞かせをしています．絵本は図書館や幼稚園で

借りてきた本なので，毎日新しいお話です．最近，絵本を

読んでいて新事実に気がつきました．イチゴやメロンは野

菜で，栗は果物．この絵本の分類によると，野菜は土にな

るもの，果物は木になるものだそうです．私はイチゴやメ

ロンは果物，栗はどちらかといえば野菜と思い込んでいま

した．野菜と果物の違いは意外と知られていないのではな

いでしょうか．

農林水産省のホームページを調べると，「園芸学では，

木の実（木本性）は果物（果樹），草の実（草本性）は野菜

と分類します．草本性であるいちごは野菜．また，農林水

産省の作物の統計調査でも野菜に含まれています．ただ

し，実際は果物と同じように食べられていることから「果

実的野菜」とも呼ばれています．」とありました．

上記の野菜や果物の定義はあくまで農林水産省のもの

で，総務省の家計調査ではイチゴは果物に分類されていま

す．一般的には野菜と果物には明確な定義がないようで

す．実際に，生産者と消費者の立場から見ると，生産者に

とって野菜であるイチゴやメロンが消費者にとっては果物

に変わります．消費者としての立場の私にとってはイチゴ

やメロンは果物という認識は間違いではなかったようで

す．それにしても，立場や視点によって野菜や果物の見方

が変わるのは興味深いです．

野菜と果物の認識の違いのように，一方的な視点から思

い込んでいた自分の認識が，別の視点では全く違うものに

なることに気づかされました．研究においても，実験結果

が想定外の結果になって何らかのミスや実験装置の不具合

を疑うことはよくありますが，実験結果は嘘をつきませ

ん．そういう場合はもともとの想定が正しいのか，視点を

変えてみると解ることもありますし，新しい発見があるか

もしれません．これからも多角的な視点を意識して研究に

取り組んでいきたいと思います． （枝尾祐希）
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